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優れた業務改善を行った取組について、職員投票の形式で皆さんに選考してもらった結果、次の

３つの取組が選ばれました。

表彰式は１月４日に行われ、市長から表彰状と副賞が贈呈されました。 

 

 

○投票期間：令和５年７月３日～令和５年７月３１日  

○表彰ノミネート事例数：８事例  

○投票数：504 票  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の受賞は、普段の業務をもっと良くできないか、越谷市にとって重要なことは何か、という問題

意識を日ごろから持ちながら取り組まれた結果と思います。次のページにその取組内容を紹介します

ので、そんな意識を持ちながら皆さんも、小さなことから市全体に関わることまで、まずは業務改善に

ついて考えてみてください。 

改善事例  

①QR コードを活用した多言語翻訳  

②国民健康保険税における口座振替推進キャンペーンの実施  

改善内容  

①QR コードを活用した多言語翻訳に対応する催告状を作成

し、外国人に納税の催告について正しく伝えることができた。  

②越谷愛されグルメを景品とした口座振替キャンペーンを行い、

口座振替申込件数の増加とこしがやの魅力発信に寄与した。  

副賞 

賞状・マグネットシート 

 

 
改善事例  

・法定代理受理の変更方式の切り替え 

改善内容  

・認定こども園における預かり保育の利用の際の給付について、

償還払い方式で行っていた一連の事務を改め、園が保護者に

代わって請求する法定代理受領方式に切り替えた。 

副賞 

決裁板・賞状額  

職員投票の投票結果 

 

収納課 

獲得票数  

①８９票②８８票  

保育入所課 

獲得票数  

８６票 
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●収納課 
 

市民サービスの更なる向上にむけて 

① 外国人の納税滞納者は増加傾向にあるが、日本語が読めず差押執行までいくケースも散見されていた。そこで

催告書の封筒に QRコードを張り付け、読み込むことで外国語で催告について理解できる環境を整え、市民サービ

スの向上を図った。 

② 国民健康保険税においては、全国と比較しても窓口払いが多いことから、納期内納付率が高く自動的に支払い

ができる口座振替を推進することとした。方法として、埼玉県の補助金を活用し、こしがや愛されグルメを景品にした

キャンペーンを実施することで、市の負担なく市民サービスの向上と越谷市の魅力発信を行った。 

① QRコードを封筒の外側に記載をしており、読み取ることで開か

ずとも通知の内容が分かるようになっています。ただ、現在は検証

段階のため、今後の収納状況についても注視していきます。 

② 口座振替については、申込数が前年同期に比べ 151％の増加になりました。しかし、キャンペーンを実施していな

い期間においては、申込数が前年度より低い期間もあったことから、安定的な申込数の増加を図るため、更なる手法

の改善を検討しています。 

① QRコードの性質上、誰でも読みとれるため、セキュリティ上の危険

性がありました。そのため、記載する内容を精査し、情報漏洩とならな

いよう注意しました。 

② 口座振替においては、景品について課内での検討や県と協議を重

ね、幅広い世代に越谷の魅力を知って欲しいことから、こしがや愛され

グルメに選定しました。 

納税滞納者の 10％以上が外国人であり、日本人も含め、

まず通知を見てもらい、理解してもらう必要があります。導入

初期であることから、今後も状況に応じて更なる対応を検討し

ていきます。 

また、口座振替の推進については本取組を今後も継続して

いくとともに、キャッシュレス決済の拡大やコンビニでの納付

の推進など、市民の方がより便利に支払いができる環境を模

索していきます。 

 
松崎課長（中央）、田中主幹（右）、宮本主任（左） 

QRコード付き封筒 

 

今後の意気込み 

導入にあたっての工夫や準備 

改善による効果や実感について 

 

キャンペーンチラシ（一部分） 

 

受賞者インタビュー 
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●保育入所課 
 

法定代理受領方式への切り替え 

幼児教育・保育の無償化のうち、認定こども園(教育部分)で預かり保育の利用があった際の給付について、「償還

払」方式(キャッシュバック)で行っていた一連の事務を改め、園が保護者に代わって請求する「法定代理受領」方式に

切り替えた。これにより、保護者、園、そして市にとって作業の負担が減少した。 

●認定こども園とは 

幼稚園機能と保育園機能の両方を一体的に

提供する認可保育施設。幼稚園の子(教育部

分)と保育園の子(保育部分)が教育時間は一

緒に保育を受ける。 

●教育部分の「預かり保育」 

 教育時間前後の預かりをいう（有料）。 
 8:00     10:00     14:30     18:00 

 預かり保育 教育時間  預かり保育 

 

 

●償還払（※園に預かり保育料を支払った後に行う） 

 

 

保護者       園        市        保護者 
請求書に領収書等を 請求書を取り   1件 1件審査し 指定口座に入金 

添付し園に提出    まとめ市に提出  財務会計処理 

●法定代理受領 

 

 

園          市        園        保護者 
利用実績をまとめ   内容を審査    保護者に代わり 預かり保育料と 

請求書を市に提出   財務会計処理  給付を代理受領 給付の差額のみ 

              (債権者登録有)             園に支払 

令和元年(2019年)１０月に開始された無償化のうち、幼稚園や認

定こども園の預かり保育給付は、国から「償還払しか想定していない」

と説明がありましたが、法的には法定代理受領も可能となっていまし

た。このため、償還払を基本としつつ、市独自事業のこしがや「プラス

保育」幼稚園事業で法定代理受領を取り入れてみました。結果、支障

なく事務処理できたため、基本を改め、認定こども園でも法定代理受

領に切り替えたのが今回の取組です。 

その際、無償化開始以前から預かり保育の園への事業費補助のため

各園に入力を求めていた既存の Excel「預かり保育実績報告システム

（すてっぷ）」に法定代理受領に必要な情報が網羅されていることから、こ

れに請求書など無償化に必要なシートを加える工夫をしました。 

結果として、園はこれまでどおり「すてっぷ」に入力すればよいだけで追

加の事務はほとんどなく、償還払に伴う取りまとめ作業などの事務がなく

なりました。保護者にとっても、請求書を作成する手間がなくなったほか、預かり保育利用後に預かり保育料と給付の

差額のみ園に支払えばよくなり、一時的な経済負担がなくなりました。市も、保護者個人の口座番号の確認など、手書

きの請求書のチェックが不要となりました。 

保護者、園、市の三者いずれにも「よくなった」と実感できる取組になったと感じています。 

本事業担当の皆様 

 

取組について 

受賞者インタビュー 

※こしがや「プラス保育」幼稚園 

条件を満たした長時間預かりを実施

している幼稚園・認定こども園 
 
※「すてっぷ」 

預かり保育の煩雑な集計を簡素化す

るため平成３０年度に作成。令和元年

度の職員等提案制度職員投票で受賞 

有料(園による) 有料(園による) 

無償化で 450円/日の給付が受けられる 

請求書 

作成 

取り 

まとめ 

審査 

処理 

給付 

入金 

請求書 

作成 

審査 

処理 

給付 

入金 

差額 

支払 



 4 / 4 
行財政部行政管理課 

 

 

書類審査に係る市職員の事務負担が縮減（担当職員２名で約３０時間/年）できました。 

また、振込件数を減らす（減少数 565件/年）ことで、一般会計で負担している振込手数料も縮減できました。 

共働きの増加に伴い、預かり保育を行う保護者が増加傾向にあります。以前の還付払方式を継続していた場合、

請求書がどんどん増える状況だったため、事務処理がさらに煩雑化していた可能性があります。法定代理受領では、

対象者が増えても確認作業が少ないため、効果を実感できています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当課では、課内担当者で月１回の会議を行い、各担当の事務に

ついて情報共有をした上で意見交換を行っているため、業務の効

率化や課題の抽出がなされやすい環境があります。 

また、普段から大小さまざま困ったことをまわりにすぐ相談でき

る雰囲気があり、業務について相談がしやすい、業務を改善する

アイデアが出やすい環境が整っていると考えています。 

事務の効率化を行って削減できた時間を有効活用し、保育事

業をより充実させていきたいと思います。  
課内担当者会議の様子 

課の検討体制と今後の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施してみての効果 

償還払の場合、保護者の手書きの請求書を１件１件チェックしていた。 

書き誤りの修正依頼や、読み取りにくい箇所を正確に入力する作業に苦労していたとのこと。 


